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（
仮
称
）上
曽
ト
ン
ネ
ル
の
本
体

工
事
進
捗
状
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。

▼
仕
上
げ
の
作
業
ま
で
完
了
し
た

ト
ン
ネ
ル
坑
内
（
桜
川
工
区
）

（
仮
称
）
上
曽
ト
ン
ネ
ル

�

本
体
工
事
進
捗
状
況
vol.9

■
問
合
先
／
建
設
課
（
☎
58-

５

１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
） 1,124m（進捗率58.0%)

石岡市側（起点） 桜川市側（終点）
工区境（市境）

L=1,939m

総延長　L=3,538m

L=1,599m

1,523m（進捗率95.2%)

上曽トンネル掘削進捗状況（10月11日現在）

監
査
委
員

■
任
期
開
始
／
令
和
４
年
９
月
29

日
～
令
和
８
年
９
月
23
日

■
経
歴
／
桜
川
市
議
会
議
長
、
筑

北
環
境
衛
生
組
合
議
会
議
長

桜
川
市

�
行
政
情
報小

こ だ か

高　友
とものり

徳 氏
（真壁町酒寄地区）

寄　付寄　付

寄
　
贈

寄
　
贈

寄　贈寄　贈

寄
　
付

寄
　
付

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

つ
く
ば
支
社
（
伊い

ぶ
き吹
浩ひ

ろ
み
つ光
支
社

長
）
か
ら
、
市
民
の
た
め
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
、
１
５
３，

５
０
０
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。

桜
川
市
女
性
団
体
連
絡
会

（
市い

ち
む
ら村
あ
き
子こ

会
長
）か
ら
、小
・

義
務
教
育
学
校
で
使
用
し
て
ほ

し
い
と
、
手
縫
い
の
雑
巾
５
０

０
枚
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

大塚市長に寄付金を手渡す明治安田生命
保険相互会社の皆さん

稲川教育長に手縫いの雑巾を手渡す桜川市女
性団体連絡会の皆さん

雨
引
の
里
と
彫
刻
２
０
２
２
が
開
催
中

　

こ
の
展
覧
会
は
、
美
し
い
田
園

風
景
が
広
が
る
大
和
地
区
を
舞
台

に
、
１
９
９
６
年
か
ら
参
加
作
家

が
主
催
し
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
協

力
を
得
な
が
ら
運
営
し
て
き
た
野

外
彫
刻
展
で
す
。

　

12
回
目
を
迎
え
る
今
回
は
、
10

月
か
ら
12
月
に
か
け
て
の
約
２
か

月
間
で
、33
名
の
作
家
に
よ
る
作
品

を
里
山
や
集
落
に
展
示
し
ま
す
。

　

夏
が
終
わ
り
、
山
々
が
紅
葉
で

彩
ら
れ
る
秋
か
ら
初
冬
の
姿
を
見

せ
始
め
る
期
間
、
里
山
の
美
し
さ

や
爽
や
か
な
風
を
体
感
し
な
が

ら
、
点
在
す
る
作
品
群
を
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
の
よ
う
に
巡
る
楽

し
さ
は
、
ま
さ
に
こ
の
展
覧
会
の

醍
醐
味
で
す
。

　

会
期
中
に
は
、
各
作
家
か
ら
制

作
意
図
な
ど
が
聞
け
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
・
ト
ー
ク
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
主
催
／
雨
引
の
里
と
彫
刻
実
行

委
員
会

■
共
催
／
桜
川
市
、
市
教
育
委
員

会■
会
期
／
10
月
10
日
（
月
）
～
12

月
11
日
（
日
）
９
時
～
16
時
30
分

■
会
場
／
本
木
地
区
、
大
曽
根
地

区
、
東
飯
田
地
区
、
阿
部
田
地
区

（
全
行
程
約
13
㎞
）
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シ
ョ
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ふ
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タ
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シ
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ラ
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生
涯
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習
課
（
大
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ふ
れ
あ
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セ
ン
タ
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ト
ラ
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」
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芸
術
の
秋


